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【都道府県用中間報告書様式】
２８都道府県番号
兵庫県都道府県名

【都道府県教育委員会における学力向上フロンティア事業の取組】

Ⅰ．学力向上推進地域名及び学校数、学力向上フロンティアスクール数

学力向上推進地域名 小学校 中学校 計
（ ）（ ）（ ）うちﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ うちﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ うちﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ

兵庫県学力向上推進地域 ８３４校 ３６０校 １，１９４校
（１３校） （２３校） （３６校）

Ⅱ．学力向上推進協議会（地区協議会）の設置数及び域内の学校数

地区協議会名 小学校 中学校 計
（うちフロﾝティアスクール数） （うちフロﾝティアスクール数） （うちフロンティアスクール数）

①神戸地区協議会
１７０校 ８３校 ２５３校
（ ２校） （ ２校） （ ４校）

②阪神南地区
協議会 ９５校 ４５校 １４０校

（ １校） （ ３校） （ ４校）
③阪神北地区
協議会 ８４校 ３８校 １２２校

（ １校） （ ２校） （ ３校）
④東播磨地区
協議会 ７６校 ３５校 １１１校

（ ２校） （ ２校） （ ４校）
⑤北播磨地区
協議会 ６０校 ２６校 ８６校

（ １校） （ ３校） （ ４校）
⑥中播磨地区
協議会 ８７校 ４１校 １２８校

（ ２校） （ ２校） （ ４校）
⑦西播磨地区
協議会 ７８校 ３１校 １０９校

（ １校） （ ３校） （ ４校）
⑧但馬地区協議会

８３校 ３０校 １１３校
（ １校） （ ２校） （ ３校）

⑨丹波地区協議会
４４校 １２校 ５６校

（ １校） （ ２校） （ ３校）
⑩淡路地区協議会

５７校 １９校 ７６校
（ １校） （ ２校） （ ３校）

Ⅲ．都道府県教育委員会としての支援策

( ) 地区別協議会1
、 、 、本県では 県教育委員会として 各教育事務所で地区別協議会を実施しており

次の点について協議を行っている。
① 少人数学習集団における指導の在り方
② 基礎・基本の確実な定着を図るための評価の工夫
③ 教科担任制や選択教科の充実等、学習システムの改善
④ 学校全体で学力向上を図る協力指導体制の構築
⑤ 地域の人材を学校支援ボランティアとして導入した授業の創造
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( ) 域内の各小・中学校（フロンティアスクールを含む）2
実践研究の成果を普及するために、各地区ごとに指導資料を作成し、３月末に

管内の全小中学校に配布する。

( ) 実践研究の成果の普及の方策の構築3
県下１０地域でフロンティアスクールを会場に、地区別の研修会を開催し、授

業研究及び分科会等を通して、実践研究の成果を普及している。

Ⅳ．学力把握のための都道府県としての取組について
学習状況調査の実施

( ) 目的1
本県教育の推進状況について自己評価し 「生きる力」を育む教育の在り方に、

関する課題と今後の方策について検討するとともに、本県における基礎基本の確
実な習得を図るための指導方法の課題と工夫改善のあり方を明確にするため、学
習状況調査を実施する。

( ) 調査内容等2
ア ペーパーテスト調査
① 実施教科
・小学校（第５学年） 国語・算数
・中学校（第２学年） 国語・数学・英語

② 実施時間
・１教科で１単位時間分（小学校：４５分 中学校：５０分）

イ 児童生徒用質問紙調査
・ペーパーテスト調査と併せて実施する （４５分）。

ウ 教師用質問紙調査及び保護者用質問紙調査
・回答に要する時間に制限はなし

エ 調査時期 平成１６年３月
( ) 調査結果3

・平成１６年度に分析・考察予定
・指導方法の工夫改善を図る資料として活用

Ⅴ．学力向上推進協議会について

( ) 開催時期及び参加者1
（第１回）平成１５年 ５月１２日（指導主事）
（第２回）平成１５年１２月１９日（指導主事）

( ) 協議会の主な内容等2
（第１回）

・趣旨：フロンティアスクールの実践研究に対する支援について
・主な協議内容

・学力向上フロンティア事業の趣旨について
・地区別学力向上推進協議会及び地区別研修会の開催について

（第２回）
・趣旨：学力向上フロンティア事業の成果及び課題について
・主な協議内容

・学習状況調査の実施について
・各地区での取組状況（成果及び課題）について
・地区別学力向上推進協議会の成果物作成について
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Ⅵ．実施計画書において示した「事業評価の実施方法・内容」とその進捗状況

( ) 事業評価の実施方法・内容1
・地区別研修会を県下１０地域で開催し、授業研究や研究協議等を通して、全ての
学校に対して本事業の成果を普及啓発を行った。小・中学校等から約１，５００
名の参加者のもと実施した。

( ) 進捗状況（成果、課題 等）2
・フロンティアスクールの研究の成果を冊子にまとめ、広く情報提供に努めた。
・地域の人材等学校支援ボランティアの積極的な導入を図るため、人材派遣リスト
を作成し、ホームページで人材を検索することができるバンクシステムを構築し
た （ いきいき学校」応援事業）。「

【地区別協議会における特色ある取組】

( ) 地区内の学校に対する支援策1
、 、・市教育委員会と連携し フロンティアスクール校の訪問指導を実施するとともに

フロンティアティーチャー担当者の研修会を開催（北播磨地区）
・市町教委指導主事及び重点推進校の校長を集めて特別研修を実施（阪神北地区）
・学校訪問による指導（神戸・東播磨地区）

( ) 実践研究の成果の普及方策2
・学力向上フロンティア事業に係る研修会のまとめをホームページに公開（中播磨
地域）

・個に応じた指導に係る特色ある学校事例をホームページで公開（阪神北地域）
・フロンティアスクールの取組をまとめたＣＤを作成（但馬地区）
・市町教育委員会の広報誌にフロンティアスクールの取組を掲載（丹波地区）


	Ⅰ．学力向上推進地域名及び学校数、学力向上フロンティアスクール数
	Ⅱ．学力向上推進協議会（地区協議会）の設置数及び域内の学校数
	Ⅲ．都道府県教育委員会としての支援策
	Ⅳ．学力把握のための都道府県としての取組について
	Ⅴ．学力向上推進協議会について
	Ⅵ．実施計画書において示した「事業評価の実施方法・内容」とその進捗状況

